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講師：山本	 幹彦（NPO法人　当別エコロジカルコミュニティー代表）	 
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!
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１　概　要	 

【事業名】釧路市教育委員会教員研修 

【テーマ】授業実践力向上　「野外教育実践（教え方とプログラム）」 

【概　 要】釧路市教育委員会主催になる夏休み教員研修の特設クラスとして今年初めてアウトド
ア環境教育をテーマに実施。小学校、中学校の先生方、また北海道教育大学釧路校の
生徒合わせて１６名が参加された。参加者の感想は概ね好評で、「教科と野外を結び
つける取組は、おそらく始まったばかりだと思うのですが、ものすごく可能性を感じ
ました。」「早速2学期から実践してみようと思います。」「野外で学ぶということ
で、子どもたちの中に残りやすくなる、生活に結びつきやすくなるということを改め
て感じました。」と、アウトドア環境教育の可能性に関する感想や「理論を学ぶ午前
中と実践を行う午後のバランスがよく、学んだことを体験しながら、自分に取り込む
ことができました。野外教育というものに対する自分の見方・考え方が深まったよう
に思います。」「「自由に意見や考えを言える雰囲気と機会の講習で参加しやすかっ
た。」と講習会自体の進め方へのいい評価をいただき１回目の研修としては上々かな
あと思います。また、「野外で活動を行う際のクラスサイズ等を考慮する必要があ
る。」と、解決していかねければならない課題も出てきて、これからの進め方の示唆
をいただいた。今後は、このきっかけを現場で活かし、共有していく方法を考えなが
ら、この研修だけに終わらない繋がりを作っていければと考えています。 

【日　程】２０１４年８月６日（水曜日）10：00-16：00 

【場　所】阿寒湖まりむ館・前田一歩園財団の森 

【参加者】１６名 

　　　　　男女比：男：９名、女：７名 

【講　師】山本 幹彦（NPO法人　当別エコロジカルコミュニティー） 

【主　催】釧路市教育委員会 

【協　力】一般財団法人　前田一歩園財団 

!
!
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２　記録	 !
　９：３０　【集合・受付】 

	 

１０：００　【開校式・講師紹介】 

釧路市教育委員会の齋藤主査より開講の
挨拶 

!
!
	 

!
【講師自己紹介・オリエンテーション】 

山本より自己紹介とオリエンテーション。!
!
!
!
!
	 

【お互いを知ろう・参加者自己紹介】 

各自にA４用紙を配布し、下図のように
４等分して、１）今の気持ち、２）自己紹
介、３）私の知っている野外教育、４）野
外教育を一言で、という４つの設問で各自
が書き、発表した。 

!
	 

!
!
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今の気持ち 自己紹介

私の知っている 
野外教育

野外教育を 
一言で



今の気分では、「ねむい」「すっきり」
「楽しみ」「ワクワク」「ヅキドキ」とそ
れぞれ、この自分の気持ちを少しでも言う
ことで感情的にこの場への親近感が少し増
す。 

私の知っている野外教育では、「キャン
プ」「フィールドワーク」「火おこし」
「野焼き」「宿泊体験」「生活科」「総合
的な学習の時間」「自然観察」「自然体験」
「登山」「自然から学ぶ」「自由な発想」
「アウトドア」「レクリエーション」「外
での遊び」「心理的限界を超える」と様々
で、野外教育のイメージが広いんだなあと
改めて感じましたし、今回の参加者が広範
なイメージを持って参加されていること
と、さすが先生というか、「生活科」など
の野外を使った活動がすでに行われている
教科をあげておられた。 

野外教育を一言でいうとでは、「体験」
「自然から学ぶこと」「自然と関わる事で
まなぶこと」「野外での体験を通して学ぶ
教育」「感動体験」「自然へのチャレンジ」
とフィールドとしての自然体験のこと、そ
の結果もたらされるもたらされるものとし
て、「身体はつかれるけど、脳は楽しい」
「自立・自活」「本当に強い人間を作る」
「頭でっかちでなく、豊かな心を持った人
間を育てる」「点から線へ、線から面へ」
「開放的」「自由・開放・リラックス」「生
きる力」「いろいろな意味で原点に戻る」
「１を伝えて、１０を学ぶ」「楽しそう」、
その状態というか状況として、「きりきざ
まれていない世界」、また、「好きな子、
苦手な子」と改めて気づかされる言葉もあった。 

!
【小講義：アウトドア環境教育】 

１　アウトドア活動の広がり 

・スポーツやレクリエーション 

アウトドアというとイコール、スポー
ツやレクリエーションとして理解されて
いる。 
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・理科、体育、社会科、美術 

学校教育では、理科や社会で自然や
地域を直接学ぶ機会があったり、体育は
走ったり、飛んだり、サッカーなどは外
で行いますし、美術では写生なども教室
の外で行いますね。 

・人間関係、自然体験、エンタテイメント、
芸術、食、伝統 

野外教育で一般的にいわれているのは協力や信頼といった人間関係の学び
と自然体験です。それに、野外でアートやミュージック、田植えや農業体験、
伝統的な行事なども野外で行います。 

・幼稚園から大学までの教育 

対象も幅広いですね。社会に入ってからも続きます。 

・国語、算数、英語 

ここでアウトドア環境教育としてこれから日本で提案していくのは、この
ような主要五教科を野外を使って教育していこうというか、教育の場として野
外を使っていこうということです。 

・海外の事例 

今回紹介するスウェーデンの事例はもちろん、イギリスでも法制化されて
学校教育で野外を積極的に使って行うということになっています。 

・病院のセラピー、会社の研修 

病院ではセラピーはもちろんのこと治療にも野外というか自然の効果が利
用されてきていますし、会社の研修でも取り入れられています。 

・安心、安全に活動すること 

リスクマネジメントをしっかりしながら行うことが重要。 

・大切なのは教科書（テキスト）＋アウトドア体験 

教科書やテキストに書かれている二次情報と直接体験して得られる一次情
報の両方のバランスが大切です。 

!
２　どうしてアウトドア体験が必要か？ 

・都市化により自然から遠ざかる 

ヨーロッパでは第二次産業革命後に
都市化がはじまり、日本では戦後急速に
都市化が進み、人々は自然から、コミュ
ニティーから離れた暮らしを新たにスター
トさせた。 

!
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・直接体験が減少 

都会での生活では自然や人との直接体験が少なくなってしまい、物事を頭
で考え、効率を優先する社会が主流となり、自己否定の傾向が顕著になって
きている。 

・環境、自然、社会 

環境とは全てを取り巻くという意味があるが、その環境と環境でない境目
があるという漢字2つの言葉でもある。その環境の中には自然と社会、私自身
というものが含まれていると考えている。 

・内なる自然破壊、外なる自然破壊 

直接的な自然体験が少なくなっていると、その自然そのものへの関心が薄
れてしまい、自然がなくなっていくことに無頓着になってしまっている。 

!
３　学びの方程式 

・知識＝（情報・教科書＋五感を使った体験）×ふりかえり 

知識というのは2次情報である教科書
などの文字になったものと直接体験して
得る一次情報を今までの経験を結び付け
てその人の知識というか認識として理解、
学んでいくものです。 

・右脳＋左脳＝インパクト 

教科書と五感を使った情報は脳の中で
は右脳と左脳の働きで処理されます。と
いうことは、どちらか一方だけを働かせている状況とはインパクトが違うと
いうことが言える。 

・ストレスのない状況で学ぶと学びの効果が高まる 

また、野外に出かけることが室内とは違ってストレスが軽減され、時と状
況によってはストレスが高まることもあり得るが、より周辺で起こっている状
況を理解することができる。 

・人はストレス状態におかれると原始的で幼稚な振る舞いをする 

ストレス状態におかれた人は、脳の中では脳幹部分が非常に活発になって
いる状況で、そうすると幼稚で目の前のことに敏感に反応してします。 

・倫理的思考＝前頭前野 

反対にストレスが下がると脳幹部分での働きから前頭前野が働きやすい状
況が生まれ、長期的な視点で物事が考えられるようになる。 

・野外で学ぶと環境意識がUPして、クリエイティブな発送 

このようにストレスレベルを下げ、前頭前野が働きやすい状況を作ってや
ることで、周りの環境への関心が高まり、長期的な視野で物事が捉えること
になり、クリエイティブな発想につながるといわれています。 
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【ふりかえりとわかちあい】 

近くの参加者４人から５人でグループを
作り、午前中の内容について感じたことな
どを共有した。 

　	 

!
!

１２：１５　昼食 

!
１３：１５　【アウトドア環境教育アクティビティの体験】 

午前中の会場となっていた「まりむ館」より前田一歩園の森に移動して体験
実習を行った。 

１　誕生日でラインナップ＆グループ分け 

全員が輪になって並び、言葉を使わず、
ジェスチャーだけで誕生日の順番に並び、
3人から4人でグループを作った。 

!
	 

!
２　野外で算数 

・数を学ぼう 

グループ毎にジャンボトランプを１枚
引いてもらい、森の中から同じ数のもの
を見つけに出かける。 

!
この数は？　種の数、葉っぱの数、

茎の数とグループで話しながら数を探し
ていく。この活動の中でもコミュニケー
ション、観察等といったスキルが身につ
け、数の概念が深まっていく。 

 

!
全てのグループが見つけてきたものを

発表した。 

!
!
!
!
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・図形を学ぼう 

各グループに三角形、四角形、円形の
カードを渡し、首からぶら下げて同じ形
のものを森の中に探しにいった。 

!
!
 

森の中でグループで相談しながら、首
からぶら下げている図形と同じ形をした
ものを探している。 

!
!
 

!
森の中から見つけてきたものを発表。!

!
!
!
!
	 

!
・長さを学ぼう 

各グループに１メートルの毛糸を渡す。!
!
!
 

!
これは1メートルかなあ？ 

!
!
!
!
!
!
!
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各グループが見つけてきた1メートル
を発表した。 

!
!
!
!
	 

!
３　野外で英語 

各グループにWhiteとBlackと書いた
用紙（ワークシート）を渡してそれぞれ
の色のものを探しに森の中に出かけていっ
た。 

 

!
グループで見つけてきたものをワーク

シートの上に載せていく。 

!
!
!
 

!
各グループ毎に見つけてきたものを指

さしながら大きな声でWhiteとBlackと
言いながら発表した。 

!
!
 

!
４　ディスカッションの時間 

予定した活動を終えて、その場でディ
スカッションを行った。英語の中学校の
先生から、「これを単語だけに終わらせ
るのではなく、文章にしたり、グループ
で会話にしたり発展すると、実物が目の
前にあるので発展しやすい。」というア
イディアがあった。 

!
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１５：３０　【ワークショップ】 

会場を再び「まりむ館」に戻ってきて、
グループに分かれて「アウトドア環境教育
の可能性」というテーマでグループワーク
を行った。 

!
アウトドア環境教育の可能性をテーマに

グループでマインドマップ形式でアイディ
アを出して発表した。 

!
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【グループ１】 

!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!

!
・発想の転換ー学習の中での協力性ー他者の良さに気づくー工夫が生まれるー共
通・差異比較を自然に行う 

・机上から体感へー体験的で印象に残るー実物を用いるー記憶に残るー生活の中
に活かそうとする 

・楽しい！リラックスー魂の開放ー健康になる 

・地域の身の回りの環境を同時に学べるー社会や自然とのつながりを考えるー自
分に出来ることは何かを考える機会になるー自分の地域の理解 

・五感を使うー体験的で印象に残るー成長と共に、体験、感覚を言語化できるー
さまざまな発見があるー授業の導入に活かしやすいー自発的な疑問が生まれ
る。 

!
このグループの発表から以下のことを考えた。 

「生活の中に活かそうとする」「社会や自然とのつながりを考える」という
ように、学校での授業が地域の生活と結びつくことで、学びの連続性が生まれる
きっかけとなる。また、「自発的な疑問が生まれる」ということは、この授業に
よって、これからの学びが教えられる関係性から主体的な学びに変わっていくチャ
ンスになるかも知れない。さらに、「他者の良さに気づく」「学習の中での協力
性」とグループでの学びを通してコミュニケーション能力や協力、信頼といった
能力を発達させることが出来るという印象を持ってもらう事が出来た。 

!
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【グループ２】 

!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
・直接体験ー楽しいー記憶に残るー外は楽しいーもっと学びたいー自分の生活を
見つめるー相手とのコミュニケーションー形ー算数ー色ー図工ー理科ー動植
物ー生態系ー社会ー発想の広がりがあるー子どもたちの意欲 

・五感を通した実体験ー確かな知識ー子どもたちの興味・関心ー子どもたちの意
欲 

・体験的ー実感を伴った学びー知との連携 

・アイディアはあるのでどう教育と関連づけるかー教科ごとー算数（教科書のよ
うに精密ではない、だから実生活に活かせる）ー英語（単語の意味と実物を
結び付けることが出来るのでインパクトが大きいー国語（物語の情景を実際
に見る。漢字の成り立ちを体験）ー社会（第一次生産業の体験からそもそも
の自然とは） 

・外で学ぶ良さを生かして、外と内のバランスをー経験知になるー総合的な理解
にー多様な教材ー子ども主体で自由に表現ー考える基盤 

!
これから行おうとしているアウトドア環境教育の可能性に驚かされる。何よ

りも楽しい授業が出来そうだ。楽しいゆえにもっと学びたい、自分の生活との結
びつきを持って学び続けることにつながる確かな知識が身についていく。そもそ
も、子どもたちの興味・関心・意欲を身につけることにつながっていく。そして、
子どもの主体的で自由な表現は考える基盤だという。まさに、そのような学びの
場になり得ると考えられる。しかし課題というか、私がポイントだと思うのが、
「アイディアはあるのでどう教育と関連づけるか」というように、体験を学びに
結び付ける工夫というか、教育手法が求められているということができる。 
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【グループ３】 

!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
・量感ー感覚ー視覚ー嬉しいー残るー意外性ー語彙力ーあいまいさ 

・楽しいー疲れー心に残っているうちにふりかえる 

・教科書から野外ー野外から教科書ー同じ形を探してみよう 

・人間関係 

・危険ー段階を踏んでー覚える 

!
量感という言葉が良いですね。嬉しい、意外性というところから学びが起こ

るように思います。また、新発見、自分の発見というように自分で発見したこと
は出来るといいますから、野外という形が主体性を引き出す可能性があるという
ことです。また、「危険」についてはしっかりとリスクマネジメントを行わない
といけないですね。でも、それほど（冬山の登山やカヌーなど）危険性は高くな
いので、クリアーしやすいと思います。 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【グループ４】 

!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
・楽しいー興味関心ー動く楽しさー答えが複数ー発見・広がりー知的な気づきー
関連づけー自分 

・問い直し 

・すごく考えている、思考が続いているー五感ー興味関心 

・心配？ー経験を繰り返すー授業の質が上がるー意図的な位置づけー制度 

!
言葉としては他の比べて少なかったのですが、「知的な気づき」は良いです

ね。「授業の質が上がる」「すごく考えている」「思考が続いている」と学びが
変わる可能性を示唆しています。 

!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
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１５：５０　【ふりかえりとわかちあい】 

残り時間が少なく、短い時間になりまし
たが参加者から感想を聞いて、研修の気づ
きを共有した。 

!
!
!
	 

!
１５：５８　【閉講式】 

釧路市教育委員会の齋藤主査より挨拶が
あった。 

!
!
!
!

１６：００　【終了】 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３　アンケートまとめ 

!
!
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４　所感 

アウトドア環境教育という聞き慣れないテーマにもかかわらず熱心な先生た
ちが集まった。夏休みの教員研修ということだったが、一般の方にも参加しても
らえるようにしたが、一般の野外活動や環境教育に従事している方々にとっては
繁忙期でもあり参加はなかったが、学生が参加してくれた。研修の方法もアウト
ドア環境教育をテーマにした研修が今までになく、ともかくその考え方をわかり
やすく伝え、具体的な内容として算数や国語を野外を使って行うときのスウェー
デンのテキストを参考に紹介した。 

参加者の目的では「教科とどう野外教育が結びつくのかと思っていた。」と
いったことが多かったかと思われる。また、参加した学生の中には「修士論文の
研究で取り扱いたい内容」といった目的もあった。終わってからの感想では、「野
外で学ぶということで、子どもたちの中に残りやすくなる、生活に結びつきやす
くなるということを改めて感じました。」「なぜ野外教育が必要なのかが具体的
に分かったことも良かったです。」「楽しい学習が築けると思いました。」「も
のすごく可能性を感じました。」「今日的な教育課題（体験が乏しい、じっとし
ていられない、協同的な学びが未熟）等を野外というフィールドがカバーしてく
れる部分があるかなと思いました。」といように、アウトドア環境教育の可能性
や期待がある一方、「各教科の導入に野外を使うことは比較的できると思います
が、まだまだ活用方法が具体的に出てきません。」「高学年でも使えるもの、各
単元に1 回は野外を使うなど、具体的な授業プランを作っていく必要性を感じま
した。」「もっともっと野外教育とリンクした授業実践を知りたいと思いまし
た。」と、もう少し突っ込んで考えてみたいという前向きな感想を書かれた方も
おられた。そして、「早速2 学期から実践してみようと思います。」と、早く結
果を聞いてみたいというように、今後一緒にやっていける先生も見つかった。ま
た、研修の進め方について、「自分が児童の立場で実際に体験することができ、
実感をもって良さを感じられました。」「現職の先生方と一緒に活動や交流を行
うことができて学びが深まりました。」「自由に意見や考えを言える雰囲気と機
会」と良い雰囲気で進めることが出来た。 

午後からの体験では前回のアウトドア環境教育セミナーで紹介できなかった
算数や英語の授業を紹介することで参加者は理解が深まり、一つひとつのアクティ
ビティを行うごとに全員でディスカッションを行ったが、反応は良く、「学校と
生活がつながる」「英語では単語だけではなく、動きがあるので文章に発展して
ゆきやすい。」と現場の先生ならではの活発な意見やアイディアを出し合ってい
ただき、こちらも学びの多い研修となった。 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５　参加者 
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資　　　料 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１　4つの窓 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２　アンケート 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